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概　要

 １－２年次で学んだ物理を基礎に，力学の諸問題を定量的に扱う。この
際，数学の進度に合わせて，ベクトルや微積分など解析的な方法を用いる。
特に微分方程式を使った表現と解法，および物理学の重要な保存則を用いた
解法に力点を置く。工学への応用を配慮し，実用的な例題を多く取り入れ
る。

科目目標
（到達目標）

微分，積分，ベクトルを用いて，さまざまな物体の運動を定量的に扱うこと
ができること。力学の諸問題に対して，運動方程式をたてて，それを解くこ
とができること。エネルギー保存則，運動量保存則を理解し，力学の諸問題
に適用することができること。

教科書
器材等

 Ｒ．Ａ．サーウェイ著　科学者と技術者のための物理学Ｉa （学術図書）

評価の基準と
方法

 定期試験の平均成績で評価する。演習レポートや必要に応じて行う小テス
トの評価を定期試験に最大20%まで組み入れる。評価点が満点の60%に達すれ
ば合格とする。定期試験で合格に満たない者は課題を与え，面接あるいは再
試験等によって達成度を確認できた場合は最低点で合格させることがある。

関連科目 物理（１，２年）

授業計画

参観 （授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。）

第 1回 運動学：　　　　　　　物理学と測定，ベクトル　　　　　　（教科書１－３

第 2回 　　　　　　　　　　　速度と加速度，運動学の関係式

第 3回 いろいろな運動：　　　落下運動，放物運動，円運動（１）　（同４章）

第 4回 　　　　　　　　　　　落下運動，放物運動，円運動（２）

第 5回 運動の法則：　　　　　運動方程式　　　　　　　　　　　　（同５章）

第 6回 　　　　　　　　　　　運動方程式の解法

第 7回 　　　　　　　　　　　円運動　　　　　　　　　　　　　　（同６章）

第 8回 × 前期中間試験

第 9回 エネルギー：　　　　　仕事，仕事－エネルギー定理　　　　（同７章）

第10回 　　　　　　　　　　　運動エネルギー，仕事率

第11回 　　　　　　　　　　　ポテンシャル，エネルギー保存則　　（同８章）

第12回 　　　　　　　　　　　同上　つづき

第13回 運動量：　　　　　　　運動量と力積　　　　　　　　　　　（同９章）

第14回 　　　　　　　　　　　運動量保存則，衝突の問題

　 × 前期末試験

第15回 　 まとめ

オフィス
アワー

授業時に知らせる

授業アンケー
トへの対応

1,2年の物理の内容の復習にも配慮する。

備　考
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